魚沼市まちづくり委員会 福祉健康部会 中間報告 
【会議概要】

第１回　…　当初の部員数18名　←　(5月13日は19名)で船出。
　◇日　時　　　平成２２年　７月１３日（火）　午後7時00分　～　9時00分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 委員会室

　◇参加者　　　　12人　
　◇内　容　自己紹介と部会で実施したいことの発表＆運営方法について
	各委員の「この部会でやりたいこと」を発表し合い(要点↓下記)運営方法も協議。
· 結婚環境の整備・健康づくり・障害・高齢者福祉(お年寄り社会、送迎や買い物弱者問題、御用聞き等々より良いシステム&制度を築きたい)、医療、&医療の再編成、医師の配置問題、地域医療の件・支えあい（家族）、…他、

· 私の主張&提案について、3名から文書提案があった。一部は内容考慮し未配布。
※　今のお年寄りの収入ではタクシー利用は不可能→業界の意向強すぎ、市民運転手いるのに活用させない社会 … 健康で幸せな高齢期が過ごせる地域社会は不可欠です！ 
まとめ … 福祉健康といってもやりたい事は各委員それぞれ実に様々。詳細ホームPへ


第２回

　◇日　時　　　平成22年　8月19日（木）　午後7時00分　～　9時10分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 委員会室

　◇参加者　　　　16人 
　◇内　容　上村医師(部員)による魚沼市の地域医療課題の提起と話し合い。
	① 保健：検診を受ける人が少ない。タバコ吸う人が多い。運動しない。

② 医療：医師が少ない。県と地元の医療計画が合わない。病院の老朽化。

　 　　　公営病院の赤字経営。訪問診療の増加。

③ 介護：要介護者の増加。介護施設が足りない。介護サービスの地域差

④ 今後の取り組みとして医療学校があるが、地域の人達の取組みが必要不可欠
·  特に医師不足は深刻　…　医師不足の全体像      国内↓　全国で最低↓
OECDの平均3.1人 日本の平均 2.1人 新潟県1.86(40番目) 魚沼市1.07人

　※　魚沼市の開業医の平均年齢(15診療所)62.2才　←　早急の対策が不可欠

★　小出病院、流行っているのになぜ赤字か … 県職員の人件費と責任分散で無駄

　多く小回り利かず利用者の不満多くなり、結果は悪循環で赤字となっている…

※　魚沼地域医療学校の構想について、学び意見交換をし、← 大いに協力しよう！
1 魚沼市の医療機関再編計画(素案)　② 医療再編成基盤整備事業の三本柱

③ 魚沼地域医療学校の概要　④ 医師会からの提案事項の要点など 〃

　※　この日の資料が欲しい方は事務局か部長に申し出をすれば可能です。
⑤ 他に、下記事項等を意見交換した。
○　魚沼市における保健・医療・福祉の課題、(上村私見)を聞き、意見交換


第3回　…　部員4名増、→　9月14日現在22名
　◇日　時　　　平成22年　9月14日（火）　午後7時00分　～　9時08分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 委員会室
　◇参加者　　　　12人 ＋ 傍聴人2名　
　◇内　容　通院・買い物弱者の状況と対策等についてグループ討議&全員協議。
	状況：公共交通は不便で使えない。バス停まで移動するのが困難(足腰の問題等)
金銭的な理由によりタクシーを利用できない。　近くに商店、病院がない。

　※　バスは周囲の人のうまい配慮があれば利用可能な障害者等は多々居られる。
対策：ボランティア等による無償の送迎サービスの提供。※ 安価は規制で出来ない。
問題点：有料（安価）での送迎は様々な問題があり現実的には提供する事が法(規制)にはばまれて難しい。…　5人の業者(職員)を重視するか、500人の市民を重視するかの問題で、全て半世紀前に作られた規制によって、地域で簡単に解決可能な事が規制で全国で棚ざらしにされています。 → ※ 新交通基本法に期待 ← (資料配布)。


第4回

　◇日　時　　　平成２２年１０月１３日（水）　午後7時00分　～　9時10分

　◇会　場　　　小出公民館 2F 会議室

　◇参加者　　　　13人　
　◇内　容　…　通院・買い物弱者の解決策(新交通基本法)、新病院構想など
	通院・買い物弱者：市内外の対策の内３事例(※)をピックアップし意見交換&検討
検討事例のうち山古志のクローバーバスを視察し、魚沼市でどのような対策ができるか探る事とした。　※ 3事例 ① ねむの会 ② かけはし ③ 無償ボランテア

（山古志視察10月27日実施・当方7名＋先方2名で情報&意見交換し協議）
新病院構想：医師不足、収支の心配、市の考え方が見えない等々の問題で不安あり。


第5回

　◇日　時　　　平成22年11月18日（木）　午後7時00分　～　9時05分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 301会議室

　◇参加者　　　　12人 
　◇内　容　　　通院・買い物弱者等の山古志視察報告により協議、地域医療など
	通院・買い物弱者　←　報告資料と新交通基本法の要資料を配布し討議。
買い物弱者等を最優先としなければならないとは思うが、観光・交流人口増加などの新付加価値(街の中心を創る等)を付けた交通網が敷かれれば、経済効果も生まれ相乗効果が期待できる。　これがきっかけとなってまちづくり全体で大きな動きとなったらすばらしい（山古志クローバーバス研修報告等より）

　どんなものであっても利用者が少なければ、いずれ経営面で行き詰る。

路線バスでも、ちょっとの補助(周囲の人)と回りの心使いがあれば乗れる人もある。
病院や商店が自前の送迎は無料であれば法的な問題も無くやれる。← 実施事例も紹介
地域医療

　入広瀬・守門地区の課題として診療所の充実、通院困難等がある。


第6回

　◇日　時　　　平成22年12月16日（木）　午後7時00分　～　9時15分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 301会議室

　◇参加者　　　　12人 
　◇内　容　　　魚沼市における福祉～健康の「現状・問題点・解決方法」の検討
	ワークショップ形式で様々な課題等が出された。（以下主な意見一部を抜粋）
・医師不足が深刻。かかりつけ医の選択。

・診療所は休診多く、送迎バスが廃止により住民サービス低下で困っている。

・小出病院の今後について意見いろいろ。　・訪問介護の充実、多機能施設の整備。

・お年寄りの有効活用、生きがいづくり。

・生きがいは子供からお年寄りまで全員が必要不可欠。

・自分（各自）にとって何が一番大事なのか。（優先順位付け）

・スポーツの推進、心の健康も、一緒に楽しむ仲間も必要、地域コニュニティの充実。

・結婚環境、働く場所確保と少子高齢化による人口減少。

・障害に対する理解不足。　※　街の中心に人のたまり場を創り交流する市民が生きる喜びと使命感を育めるまちづくりを！　全体は、まちづくりのホームページへ


第7回

　◇日　時　　　平成23年　1月25日（火）　午後7時00分　～　9時00分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 委員会室

　◇参加者　　　　10人　
　◇内　容　　　意見交換と中間報告内容の検討　←　深々とふる大雪の中の会議。
	地域医療学校がいよいよ4月16日からスタートします。
健康づくりにより患者を減らせば市財政にも貢献できる。

食料や薬の無駄をなくすだけでも多くの経費削減となる
守門地区は医師がいなくなった。　…　なんとしても至急の確保を
新小出病院は院長、運営責任者、スタッフを早く決め準備体制の確立が必要 (内容別紙)


第 8回

　◇日　時　　　平成23年　2月15日（火）　午後7時00分　～　9時00分

　◇会　場　　　小出庁舎 3F 委員会室

　◇参加者　　　　10人　
　◇内　容　　　これまでの検討課題と中間報告内容の検討

	・　中間報告(試案)の全体的な検討 ← A4の4枚以内で定形様式に限定を説明。
・　上記試案(７～8回の素案)を大幅に変更する事で合意。

○　他、通院・買い物弱者等、新しい足の確保策の新交通基本法案(要旨)の精神にそった提案書や、地域医療や健康づくりも、医師会の地域医療学校や市の健康づくり推進協議会の提案書(案)を応援し補足する内容の提案書を全体では時間かかり過ぎて不可能に近いため小専門部会等をつくり進めてはと提案　←　今後の案で詰める。
部会の目的&テーマ(3案を提示)　…　協議するも代案なく継続協議へ。


 ※　各部会１～8回の会議録は、まちづくりホームページを参照ください。

これまでに出された、主要事項の補足と絞込み課題について
医療（新小出病院の運営など）に市民参加を、元気で活力のある活動&まちづくり・買い物弱者をなくする街づくり、医療資源(潜在医師等)の正確な掌握と予防医学の推進・少子化・子育て・主体的&能動的な健康づくりと正しい知識の活動・子供の健康～医療環境の知識・市民が健康で長生き出来、明るく素敵な生活観あるまちづくり・お年寄りが外に出て散歩や活動の出来る環境&健康な街づくりと、年配者各人の長所&個性に応じた仕事の出来る街づくり！　※ 健康で幸せな高齢期が過ごせる地域社会(30～40年前まではワラ仕事など程よい仕事が適度にあった。)は、病人を創らない&医療費の削減のみの問題では無く人間の基本的な生きがへ、心身健康な生活に不可欠な政治のいろは本道です。　他若返り出前教室や食生活活動の日常化も要です。　 ※、１回6回を中心の意見内容の概要は別紙補足資料 ← (持帰り用) または、まちづくりのホームページを参照ください。
· 今後の絞込みと課題　

1 部会の目的&テーマ、…　当初から1～3提案あるが、…　下記

3回ほど協議・少しの時間協議のみで、みんなの賛同出来る文面化に至っていない。
2  今年度の重点活動事項　…　視察研修の件=買い物弱者の件等、各委員の切実な意見・要望を、一つひとつ優先順位を付け解決して行く。

3 子育て、学童保育等の件は、しばしば話題になり極めて大切だが少数意見で今後は小専門部会or文化教育部会と合同で活動を進めたいとも考えます。

※ 部会、受け持ち範囲極めて広く、このようにしないと平衡して取り組めない為

4 各委員の文章による提案(7案)について、　…　今後改めて、一つひとつの事案を再協議してゆく。
5 活動体制の改善について、…　全委員の個性を遺憾なく発揮する場&体制として、健康･医療・福祉の小専門委員会制を設け、その部門は、その専門委員が中心となって会議の招集&世話役をする体制へと少しづつ進めてみたい。
6 部会の立ち位置について、　…　真剣な担い手として新しい公共の力となるべく強く柔軟な組織創りを目指して日々活動する。　←　継続協議
· まとめ　←　中間としての
	魚沼市は様々な問題点をかかえており、どれもが深刻で重要です。

また、ちょっとの工夫や市民の取り組みで解決できそうな課題もあれば、簡単には解決できない課題、市民全員で取組む必要がある課題もあります。

これまでに出された課題を精査（緊急性や解決方法の実現可能性、効果）し、優先して検討するべき課題を絞り込んだ上でまとめていきたい。

絞り込んだ課題については専門的で深い内容になることから、小分科会にわかれての検討、他部会と連携での検討、成案も必要と考えています。


